
よよ
りり
住住
みみ
やや
すす
くく
快快
適適
なな
まま
ちち
へへ

◆
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
周
辺
地
区
の
整

備
が
完
成
し
ま
す

昨
年
五
月
、
新
手
稲
駅
舎
の

建
設
に
合
わ
せ
て
供
用
を
開
始

し
た
、
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由

通
路
「
あ
い
く
る
」
を
核
と
し

て
進
め
て
き
た
、
駅
南
口
お
よ

び
北
口
の
周
辺
地
区
整
備
が
今

年
度
に
完
成
し
ま
す
。

南
口
で
は
昨
年
、
駅
前
広
場

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
店

舗
・
賃
貸
住
宅
な
ど
複
合
ビ
ル

二
棟
に
つ
い
て
、
自
由
通
路

「
あ
い
く
る
」
ま
で
つ
な
ぐ
空

中
歩
廊
を
整
備
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
さ
ら
に
、
二
十
四
軒
・

手
稲
通
り
を
は
さ
む
ビ
ル
ま
で

空
中
歩
廊
を
延
長
し
ま
す
。

ま
た
、
北
口
で
は
現
在
工
事

中
の
立
体
駐
輪
場（
地
上
一
階
・

地
下
一
階
建
て
。
収
容
台
数
は

約
千
三
百
台
）
の
完
成
後
、
引

き
続
き
駅
前
広
場
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

◆
自
由
通
路
「
あ
い
く
る
」
を

区
民
の
情
報
発
信
基
地
・
交
流

空
間
に
し
ま
す

自
由
通
路「
あ
い
く
る
」に
設

置
し
て
い
る
二
台
の
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
「
あ
い
く
る
ビ
ジ
ョ

ン
」
や
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
な

ど
を
活
用
し
、
区
民
の
生
活
に

密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

発
信
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
目

的
広
場
で
パ
ネ
ル
展
な
ど
を
行

い
、
多
く
の
人
が
集
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
基

地
・
交
流
空
間
と
し
て
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
場
所
に
し
て
い
き

ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
試

合
体
験
、
競
技
会
の
開
催
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
楽
し
め
る
機
会
を
設

け
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
区

民
一
人
ひ
と
り
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

意
識
を
高
め
、
誰
も
が
生
涯
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

◆
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す

前
田
森
林
公
園
を
拡
張
し
、

さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
憩
い
の

場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
今
年

度
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
お
よ
び

管
理
棟
、
駐
車
場
、
外
柵
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
造
成
な
ど
を

行
い
ま
す
。
拡
張
整
備
は
平
成

十
八
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

◆
保
育
所
が
建
設
さ
れ
ま
す

保
育
所
入
所
の
待
機
児
童
解

消
の
た
め
、
富
丘
一
条
五
丁
目

に
保
育
所
が
建
設
さ
れ
ま
す

（
定
員
九
十
人
）。
施
設
に
は
、

地
域
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
な

ど
も
設
け
、
地
域
の
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
や
、
子
ど
も
た
ち

と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
保
育
所
開
園
は
、

平
成
十
六
年
四
月
の
予
定
で
す
。

◆
ミ
ニ
児
童
会
館
の
整
備
を
行

い
ま
す

前
田
小
学
校
（
前
田
六
条
一

一
丁
目
）
の
余
裕
教
室
を
活
用

し
、
児
童
が
安
心
し
て
放
課
後

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ミ
ニ
児
童
会
館
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

◆
第
二
斎
場
（
火
葬
場
）
の
建

設
を
進
め
ま
す

平
成
十
八
年
四
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、
今
年
度
は
進
入

路
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
建
設
の
設
計
を
進
め
ま
す
。

◆
住
居
表
示
の
実
施
と
一
部
町

名
整
備
を
行
い
ま
す

西
宮
の
沢
一
条
四
・
五
丁
目
、

二
条
四
・
五
丁
目
の
区
域
を
対

象
に
、
分
か
り
や
す
い
住
居
表

示（
○
番
○
号
）を
設
定
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
西
宮
の
沢
一

条
五
丁
目
、
二
条
五
丁
目
の
一

部
の
区
域
を
対
象
に
、
条
丁
目

の
町
界
を
変
更
し
ま
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進

し
ま
す

住
環
境
の
向
上
の
た
め
、
富

丘
西
地
区
と
西
宮
の
沢
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
を
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

◆
道
路
を
整
備
し
ま
す

・
富
丘
通
〜
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
と

の
立
体
交
差
下
部
工
事
の
ほ
か
、

歩
道
橋
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、

新
川
に
架
か
る
橋
り
ょ
う
（
仮

称
・
新
川
富
丘
通
橋
）の
新
設
に

向
け
、
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

・
新
発
寒
通
、
稲
山
通
〜
拡
幅

整
備
す
る
た
め
、
用
地
取
得
を

行
い
ま
す
。

・
鉄
工
団
地
通
〜
中
の
川
に
よ

り
分
断
さ
れ
て
い
る
稲
積
地
区
・

前
田
地
区
間
を
連
結
す
る
橋
り

ょ
う
の
新
設
に
向
け
、
用
地
取

得
を
行
い
ま
す
。

・
西
宮
の
沢
・
新
発
寒
通
〜
Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
と
の
立
体
交
差
の

整
備
に
向
け
、
用
地
取
得
と
地

盤
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

・
西
宮
の
沢
鉄
道
添
通
〜
西
宮

の
沢
土
地
区
画
整
理
事
業
に
合

わ
せ
て
拡
幅
整
備
す
る
た
め
、

用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

・
曲
長
通
〜
下
手
稲
通
か
ら
国

道
三
三
七
号
ま
で
の
部
分
を
拡

幅
整
備
す
る
た
め
、
用
地
取
得

を
行
い
ま
す
。

◆
下
水
道
の
整
備
を
進
め
ま
す

・
富
丘
西
地
区
、
西
宮
の
沢
地

区
、手
稲
山
口
地
区
な
ど
で
、延

長
約
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

下
水
道
管
を
新
設
し
ま
す
。

・
手
稲
中
継
ポ
ン
プ
場
（
新
発

寒
七
条
十
一
丁
目
）
の
雨
水
ポ

ン
プ
の
増
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
手
稲
下
水
処
理
場
（
手
稲
山

口
二
六
五
）
の
汚
水
処
理
施
設

の
増
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
西
部
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

（
手
稲
山
口
三
二
二
）
の
脱
水

施
設
の
増
設
や
、
焼
却
施
設
の

改
築
な
ど
を
行
い
ま
す
。

△前田森林公園。既存部分（緑の線で囲まれた部分）と整
備が進められている拡張部分（白の線で囲まれた部分）

さらに前進、理想のまちへ 平成１５年度手稲区主要事業紹介

�
北
口
駅
前
広
場
の
完
成
予
想
図
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